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（
E
●
A
●
ピ
グ
レ
フ
ス
カ
ヤ
「
独
立
と
民
主
々
義
の
た
め
に
斗

戸
つ
朝
鮮
民
族
」
ソ
同
盟
科
学
ア
カ
デ
ミ
や
雲
版
所
、
モ
ス
ク
ワ
、
一

九
五
二
年
置
三
五
九
頁
）

山
　
　
内

正
　
樹

「
本
書
は
一
口
で
言
兜
ば
朝
鮮
問
題
に
関
す
る
概
説
書
で
あ
っ

て
、
朝
鮮
民
族
が
日
本
帝
国
主
義
の
支
配
に
陥
り
、
そ
れ
に
抗
争

し
、
長
い
苦
悩
の
後
に
ソ
ヴ
ェ
ト
軍
の
援
助
を
う
け
て
解
放
さ

れ
、
南
北
に
分
た
れ
、
次
い
で
戦
争
に
及
ぶ
期
間
の
、
非
常
に
多

岐
に
わ
た
る
問
題
に
触
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
左
の
、
本
書
の
構

成
か
ら
も
容
易
に
想
像
が
つ
く
で
あ
ろ
う
。
即
ち
第
一
章
「
朝
鮮

を
ね
ら
う
帝
国
主
義
列
強
の
斗
争
（
一
八
七
六
－
一
九
〇
五
年
）
」

第
二
章
「
日
本
占
領
の
抑
圧
下
の
朝
鮮
」
、
第
三
章
「
朝
鮮
に
お

け
る
民
族
、
解
放
運
動
」
、
第
四
章
「
朝
鮮
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ

の
帝
国
主
義
政
策
に
対
す
る
ソ
同
盟
の
斗
争
」
　
．
第
五
章
「
北
鮮

に
お
け
る
民
主
寸
義
的
変
革
」
、
第
六
章
「
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義

の
抑
圧
下
の
南
鮮
」
、
第
七
章
「
統
一
を
め
ざ
し
ア
メ
リ
カ
帝
国

主
義
に
対
し
て
傷
う
朝
鮮
」

り

　
第
一
章
は
、
日
本
が
軍
事
力
の
圧
力
下
に
江
華
島
条
約
を
結
ん

だ
一
八
七
六
年
か
ら
、
日
韓
協
約
の
一
九
〇
五
年
ま
で
を
含
む
朝
　
蹴

鮮
の
一
一
略
史
で
あ
る
が
、
こ
、
で
、
お
く
れ
た
資
本
主
義
国
日
　
鋤
、

本
が
英
米
を
さ
し
お
い
て
朝
鮮
を
侵
略
し
た
わ
け
、
英
米
と
く
に
q

米
国
の
朝
鮮
に
た
い
す
る
関
心
・
英
米
が
某
の
侵
略
行
為
を
許
困

，
し
或
は
鼓
舞
す
る
事
情
が
読
者
の
注
意
を
ひ
か
ざ
る
を
え
な
い
。
　
」
2
1

　
「
日
本
の
相
対
的
な
経
済
的
後
進
性
、
日
本
経
済
に
お
け
る
前
資

本
主
義
関
係
の
著
し
い
残
存
と
日
本
の
独
占
資
本
の
弱
さ
に
も
か

か
は
ら
ず
、
」
　
（
二
〇
頁
）
日
本
が
帝
国
主
義
侵
略
を
行
っ
た
の

　
は
、
　
｝
、
日
本
が
比
較
的
彊
い
軍
事
国
家
で
あ
り
、
東
ア
ジ
ア
の
国

　
々
に
お
け
る
侵
略
の
展
開
に
有
利
な
地
理
的
地
位
を
占
め
て
い
た

か
ら
で
あ
る
L
（
二
〇
頁
）
と
し
、
　
次
の
レ
ー
ニ
ン
の
言
を
拠
り

所
と
し
て
い
る
、
「
日
本
と
ロ
ジ
ア
と
で
は
、
軍
事
力
の
、
あ
み

　
い
は
、
広
大
な
領
土
の
、
ま
た
は
他
民
族
、
中
国
そ
の
他
を
略
奪

す
る
特
殊
の
便
宜
の
独
占
が
、
現
代
の
最
新
の
金
融
資
本
の
独
占

を
、
蔀
は
お
ぎ
な
い
、
蔀
は
代
位
し
て
い
る
」
（
編
鋼
蕪

謬
膠
餐
量
器
姦
ぜ
、
三
ハ
四
頁
）
．
さ
ら
に
馨
は
、

　
ロ
シ
ア
に
た
い
す
る
防
壁
と
し
て
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
憲
兵
と
し

て
日
本
を
英
米
が
利
用
し
た
こ
と
、
米
国
が
ブ
イ
リ
ッ
ビ
シ
を
守

る
に
急
で
あ
っ
た
こ
と
、
パ
ナ
マ
運
河
が
ま
た
で
き
て
お
ら
ず
、

東
亜
へ
の
軍
備
に
米
国
が
欠
け
て
い
た
こ
と
等
を
あ
げ
て
、
東
亜

に
お
け
る
日
本
の
侵
略
行
為
を
米
人
が
支
援
し
た
こ
と
を
正
し
く



’

’

　
指
摘
し
．
て
い
る
（
二
二
一
＝
一
、
三
一
頁
）
。

　
　
朝
鮮
に
お
け
る
日
本
帝
国
主
義
の
苛
酷
な
植
民
地
支
配
は
、
民

　
族
の
極
く
一
部
、
大
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
を
除
い
て
全
人
民
の
反
日
、

　
独
立
の
運
動
を
生
ん
だ
。
（
第
二
章
、
第
三
章
）
。
運
動
の
ベ
ゲ
モ

　
　
ニ
」
は
労
働
階
級
に
あ
っ
た
。
著
者
ば
労
働
階
級
、
お
よ
び
そ
の

　
代
表
者
朝
鮮
共
産
党
（
解
散
後
は
朝
鮮
共
産
主
義
者
）
の
指
導
を

　
高
く
評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
指
導
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ

　
　
た
か
、
政
策
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
を
廻
っ
て
ど
の
よ
う
な

　
論
争
が
な
さ
れ
た
か
、
朝
鮮
共
産
党
と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
関
係
は

　
　
ど
う
で
あ
っ
だ
か
等
に
つ
い
て
は
、
　
殆
ん
ど
附
く
触
れ
て
い
な

　
　
い
し
、
そ
れ
ら
の
文
献
が
全
く
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
最

　
　
も
大
き
な
欲
陥
で
あ
る
。
　
著
者
は
し
ば
し
ば
、
朝
鮮
の
人
民
の
．

　
運
動
が
ロ
シ
ア
革
命
、
ロ
シ
ア
で
の
社
会
主
義
建
設
、
中
国
大
革

　
命
．
、
国
共
合
作
、
等
の
影
響
を
う
け
た
と
言
っ
て
い
る
。
そ
れ
は

　
　
正
し
い
。
し
か
し
、
十
月
革
命
の
影
響
を
う
け
た
一
九
一
九
年
の

　
　
万
才
運
動
を
取
扱
つ
た
部
分
（
一
〇
九
頁
）
を
除
い
て
は
、
朝
鮮

　
　
自
体
の
主
体
的
条
件
の
解
明
が
不
充
分
な
た
め
に
、
外
部
か
ら
の

　
　
影
響
が
つ
ね
に
第
一
の
要
因
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
ざ
え
う
け

　
　
る
。
ま
た
こ
の
た
め
に
、
個
々
の
事
象
も
正
当
に
規
定
さ
れ
な
い

評
　
場
合
が
あ
る
。
　
例
え
ば
著
者
は
一
九
二
七
年
の
「
馬
韓
会
」
に

書
　
つ
い
て
、
　
「
小
中
の
朝
鮮
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
不
卒
分
子
は
、
．
日

　
、
本
帝
国
主
義
の
…
…
圧
迫
に
抵
抗
せ
ん
と
試
み
た
が
、
公
然
の
行

動
、
に
出
な
か
っ
た
。
　
一
九
二
四
年
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
政
党
を

組
織
せ
ん
と
し
た
が
失
敗
し
た
。
一
九
二
七
年
に
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア

分
子
参
加
の
下
に
「
服
忌
会
」
が
発
生
し
た
。
初
期
に
は
進
学
的

イ
ン
テ
リ
の
代
表
ボ
ー
・
ホ
ン
が
指
導
レ
た
。
し
か
し
こ
の
団
体

の
会
員
の
大
量
逮
捕
は
、
そ
の
弱
化
を
も
た
ら
し
、
そ
の
指
導
権

は
ま
も
な
く
改
良
主
義
者
の
手
に
移
っ
た
し
と
述
べ
て
い
る
だ
け

で
、
、
こ
の
団
体
に
関
す
る
共
産
党
内
部
の
心
墨
に
は
一
言
も
ふ

れ
て
い
な
い
。
新
韓
会
は
、
　
「
朝
鮮
民
族
解
放
運
動
史
上
の
最
初

の
民
族
統
一
戦
線
」
と
な
す
人
も
あ
る
程
で
あ
る
か
ら
、
党
の
方

針
の
研
究
は
、
特
に
重
要
で
あ
る
。
（
林
学
撤
「
朝
鮮
民
族
解
放
蓮
動

史
」
歴
史
評
論
、
一
九
五
一
、
五
、
三
三
頁
）
Q

　
人
民
民
主
々
義
の
問
題
は
、
近
年
国
際
的
に
も
国
内
的
に
も
、

研
究
が
進
み
、
正
し
い
結
論
に
到
達
し
た
し
又
到
達
し
つ
曳
あ

る
。
そ
れ
で
も
な
お
我
々
の
痛
感
す
る
こ
と
は
、
我
々
が
人
民
民

主
々
義
に
関
す
る
具
体
的
諸
事
実
を
知
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
意
味
で
本
書
第
五
章
は
教
え
る
こ
と
が
多
い
で
あ
ろ
う
っ

　
朝
鮮
の
人
民
民
主
々
義
に
つ
い
て
も
、
か
つ
て
（
四
九
－
五
〇
）

誤
っ
た
見
解
が
、
ソ
ヴ
ェ
ト
の
法
学
者
の
一
部
に
あ
っ
た
。
朝
鮮

の
人
民
民
主
々
義
革
命
は
本
質
上
社
会
主
義
革
命
と
さ
れ
、
労
農

の
同
盟
に
基
づ
く
労
働
階
級
の
独
裁
が
樹
立
さ
れ
た
と
言
は
れ

た
。
朝
鮮
で
は
、
，
社
会
主
義
建
設
が
二
つ
た
と
さ
れ
、
　
「
朝
鮮
人

民
共
和
国
は
そ
の
階
級
構
成
、
国
家
的
所
有
と
、
一
部
協
同
組
合
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も

　
　
所
有
と
に
基
ず
け
る
社
会
主
義
ウ
ク
ラ
ー
ド
の
任
務
と
指
導
雑
役

詐
割
の
点
で
、
社
会
主
義
型
の
国
家
で
あ
る
し
と
言
は
れ
た
。
（
触

書
　
上
す
べ
て
「
ソ
ヴ
ェ
ト
国
家
と
法
」
、
一
九
五
〇
塞
き
。
b
。
七
二
一
三
頁

　
　
の
学
界
報
告
記
事
よ
り
、
発
言
者
は
マ
ニ
コ
フ
ス
キ
！
そ
の
他
）

　
　
　
本
書
は
、
マ
ニ
コ
フ
ス
キ
ー
ら
の
見
解
の
克
服
後
の
水
準
に
立

　
　
つ
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
，
「
北
鮮
に
お
い
て
は
社
会
主
義
経
済
の
基
礎
の
建
設
の
問
題

　
　
は
、
ま
だ
日
程
に
上
り
え
な
か
っ
た
。
国
の
著
し
い
部
分
が
帝
国

　
　
主
義
的
侵
略
者
に
よ
っ
て
占
領
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
朝
鮮
の
労

　
働
階
級
と
す
べ
て
の
民
主
々
義
勢
力
の
基
本
任
務
は
、
国
の
統
一

　
　
と
独
立
の
た
め
の
反
帝
国
主
義
斗
争
で
あ
る
」
（
二
一
「
四
頁
）

　
　
朝
鮮
で
は
ま
だ
資
本
主
義
一
般
の
消
滅
、
全
体
と
し
て
の
社
会

　
　
主
義
生
産
関
係
の
建
設
の
段
階
に
は
到
っ
て
い
な
い
。
経
済
部
門

　
　
の
中
に
は
、
私
的
資
本
主
義
部
門
も
存
在
し
、
保
護
も
さ
れ
で
い

　
　
る
（
ご
〇
五
頁
）
。

　
　
経
済
の
国
有
部
門
は
、
中
国
の
そ
れ
と
同
じ
性
質
即
ち
社
会
主

　
義
的
性
質
を
持
っ
て
い
る
か
。
金
日
成
は
♪
こ
の
部
門
が
搾
取
の

　
対
象
と
な
ら
ぬ
と
は
言
っ
て
い
る
（
選
集
第
一
毬
一
層
ニ
ハ
貢
）
が

　
こ
れ
を
以
、
て
直
ち
に
中
国
の
国
有
部
門
と
同
じ
と
見
て
い
瓦
か
ど

　
う
か
、
北
鮮
自
体
の
国
有
部
門
の
具
体
的
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

　
権
力
の
基
礎
的
機
関
と
し
て
め
人
民
委
員
会
に
つ
い
て
も
、
そ
の

　
構
成
、
機
能
等
具
体
的
な
こ
と
が
、
本
書
で
は
わ
か
ら
な
い
の
も

残
念
で
あ
る
。

　
以
上
要
す
る
に
本
書
は
朝
鮮
研
究
の
專
砂
書
で
は
な
く
、
、
入
門

書
之
し
て
、
　
そ
の
存
在
価
値
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ

う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
（
一
九
五
四
、
二
、
二
四
）

ρ
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